
　

っ 

ノロ　キクチ

誰（たれ）をかも 

しる人にせむ　 

高砂の松もむかしの友ならなくに

　　　　文章中の語彙  

【誰をかも】【しる人にせむ】【高砂の松】【むかしのともならなくに】  

誰をまあ　　　　　　親しい友達としよう 　　　　松の名所　　　　　　昔からの友達ではないのに 　　　　　 

和 歌  



　

っ 

ノロ　キクチ

【誰をかも】　　… 
 
 
【しる人にせむ】… 
 
 
【高砂の松】　　…　意味　高砂の播磨国加古郡高砂（現在の兵庫県高砂市南部）の浜辺で松の名所。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

　　 

【むかしのともならなくに】 　 

　　　　　　　　…　意味　「昔からの友達ではないのに」松は感情を持たないから、昔からの友でない。  
　　　　　　　　　　　　　　　　「なら」は断定の助動詞「なり」の未然形「～である」「な」は打消の助動詞「ず」  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　未然形「く」は「な」を体言化で「…ないこと」。 　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「に」は接続助詞で「…のに」の意味。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
　　 

 

文法的説明  

　　　意味　「誰をまあ、いったい……だろうか」 　  
　　　　　「せむ」に掛かる連用修飾語 「か」は疑問の係助詞 　 
　　　　　　　「も」は感情を込めて意味を強める係助詞 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

  意味　「親しい友達としよう 」　  
　　　　「しる人」は自分をよく分かってくれる人のこと。  
　　　　　「に」は動作の結果を表す格助詞「む」は意志を表す助動詞。  



　 ノロ　キクチ

誰をかも 
しる人にせむ  
高砂の松　　 

むかしのともならなくに  

　　　　　　　 

現代語訳 

誰をいったい、   
親しい友人としようか。   
（長寿で有名な）高砂の松も、  

昔からの友人ではないのに。  

高齢化社会と呼ばれるようになった社会。その中で老いたあとの一人暮らしは今で
さえ悲しいが、その中で自分だけが長生きして、周りはどんどんなくなっていく悲し
みを描いた作品である。心を許せる友がいなくなり、高砂の松までも友と感じている
ことにより悲しみがより表現されている。  



　 ノロ　キクチ

藤原興風（ふじわらのおきかぜ）  

９～10世紀　平安時代前期  

　 作者の詳細  

藤原道成の子供　 芸術面で優れていた藤原京家に生まれる   

　　　　「古今集」撰者の紀貫之らと同時代  
 

藤原京家（歌人）の家系に生まれる  
貴族ながら低い身分だったが優秀な歌を読むため歌合に度々参加  

天才的な歌人としての能力  
　宇多天皇の「亭子院歌合」や、宇多天皇の母「班子女王」が開催した  

　「寛平御時后宮歌合」にも招待され、高貴な人物からも一目置かれていた。   
百人一首が  

三十六歌仙（さんじゅうろっかせん：特に優れた平安時代の歌人36人）に選出された  



　

ノロ　キクチ和歌の魅力  

悲しみの比喩表現　　　 高砂の松 　　　　　　 
　　　　　　　  
友達が次々と亡くなって行く悲しさを高砂の松を使って例えている。  
 
「高砂の松」はめでたいもの、また長寿の象徴とされるものであるが、   
作者が一緒に生きてきたその松でさえ、心を通じ合わすことができない……  
自分の寂しさを木という人でないものを使うことにより強調している。  
 
 

そんな孤独の寂しさを一緒に生きてきた木を使って  
表現しているところにロマンを感じる。  



ノロ　キクチ選出理由 

年を取るごとに響く百人一首 　　　　　　　　　 
　　　　　　　 
今はいいが、将来は誰しもが孤独を感じることになる  
 
この百人一首を見たとき思ったのがただ悲しいなと思った。今自分は楽しい時間を過ごせ 

　ているが最後には必ず一人になってしまうというつらい現実を描いているところが心に響 

いた。長生きすることがいいことなのかも同時に考えさせられる。  
 

作者が74歳で詠んだ歌  
作者の生きた平安では40歳で老境に入るのが一般的だった…   
しかし作者は74歳。年老いて自分だけが取り残される悲しみを高松を用いて表 
現しているところに心惹かれる。長寿はめでたいことだが、この歌を詠んで人生 
の幸せとはなにか考えされられる。  



　

ノロ　キクチ

年を取るということの切なさ  

　　　　　　　 
　　　　　　　 

作者の意図（予想）  

現代でも高齢化が進んで、孤独を感じる人が多い。  

　この歌は「友を失う悲しみ」を伝えている  
解釈 
長生きはいいことだと誰もが思っているが、実際は作者のように長生
きする過程で多くの人を失うことになる。  
確かに長生きに越したことはないが、老後を考えて、  

　　今、友達や家族などと過ごしている時間を  
　　大切にしてほしい  
　　　　　　　　という意図が隠れているのではないかと思う。  
 

 


